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Programmed cell death 1 ligand 2 (PD-1 ligand 2;PD-L2;PDCD1 ligand 2;Programmed death
ligand 2;Butyrophilin B7-DC;B7-DC;CD antigen CD273)
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：PDCD1非依存的にT細胞の増殖とIFNG産生に不可欠な共刺激シグナルに関与する。PDCD1との相互作用は、細胞周期の進行とサイトカイン産生を阻害することでT細胞の増殖を阻害する。,誘導：単球におけるIFNG刺激によって上方制御され、末梢血単核細胞からCSF2およびIL4とともに培養した樹状細胞でも誘導される。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属する。 BTN/MOGファミリー。,類似性:1つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,類似性:1つのIg様V型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,サブユニット:PDCD1と相互作用する。,組織特異性:心臓、胎盤、膵臓、肺、肝臓で高度に発現し、脾臓、リンパ節、胸腺で弱く発現する。,機能:PDCD1非依存的にT細胞の増殖とIFNG産生に不可欠な共刺激シグナルに関与する。PDCD1との相互作用は、細胞周期の進行とサイトカイン産生を阻害することでT細胞の増殖を阻害する。,誘導:単球におけるIFNG刺激によって上方制御され、CSF2およびIL4を含む末梢血単核細胞から増殖した樹状細胞上で誘導される。,類似性:免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。 BTN/MOG ファミリー。,類似性:Ig 様 C2 型 (免疫グロブリン様) ドメインを 1 つ含みます。,類似性:Ig 様 V 型 (免疫グロブリン様) ドメインを 1 つ含みます。,サブユニット:PDCD1 と相互作用します。,組織特異性:心臓、胎盤、膵臓、肺、肝臓で高度に発現し、脾臓、リンパ節、胸腺で弱く発現します。,
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	Hela（TSA 400nM 24時間）ライセートのウェスタンブロット分析、抗体は2000に希釈されました。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

